
 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

三友堂看護専門学校 （令和７年６月６日開催） 

（受講者の感想） 

・認知症を学ぶ機会はあるが、実際に行われている事業を知れて良かった。 

 

・劇や、ロールプレイを見て対応が分かりやすく考えられた。 

 

・状況が理解しやすいロールプレイを取り入れて頂き学びが深まった。認知症の理解をもっともっと若い

世代でも広げることも重要だと感じた。 

 

・認知症の人の守り方が分かったので見つけたら助けたい。 

 

・QR コードを読む込むだけで家族と連絡がとれて危険性が少なくなるのでもし困っている人がいたら 

助けてあげようと思った。 

 

・前回の実習で認知症の方を受け持ってどう接すればいいか分からなかったが、今回聞いて自信を 

持って接することができそう。 

 

・自分もサポーターとしてできることをやっていきたい。 

 

・介護の仕事をしてから認知症に興味を持ったが、理解していたようで分かっていない部分も多かった。 

もっと勉強をして認知症に対する理解を深めていきたい。おじいちゃんの演技がリアルで面白かった。 

 

・認知症の方への支援があることを学ぶことができ私も貢献していきたいと思った。 

 

・同居している人の中に認知症の人がいないので直接対応をしたことがなかったが、 

今回講義を受け学ぶことができ良かった。もし外で QR コードを持っている人に会ったり、ヘルプマークを

つけている人が困っていたら、気づいて対応していけるようにしたいと思った。 

 

・講義内容が分かりやすく理解できた。認知症は誰でもなりえることで、認知症について知る場が沢山あ

ることを知った。認知症になってもできることが沢山あることや希望を持って生活できる場を作るためにも

自分ができることを見つけ普段からサポートしていけるようにしたい。認知症の人との関りを深め認知症

の人の支えになりたい。 


